
Ⅰ．はじめに

　一般に，島嶼における淡水資源の確保の問題は非常に重要であ
るが，沖縄においても同様である。
　沖縄本島全域の水源地として渇水や水収支問題に住民の関心が
寄せられている沖縄本島北部地域は７２%に相当する面積が森林に
より占められている（3）。一方で，この沖縄本島北部地域の森
林は貴重な動植物の生息域として知られているが，その生息場を
提供している森林における物理的な生態水文環境に関する研究は
これまでほとんど行われていない。このため，同地域おける森林
が水資源的および生態水文的に果たす役割を明らかにすることは，
非常に重要な課題である。
　１９８０－９０年代には，同地域では森林流域試験が行われており，
我が国では珍しい亜熱帯林流域の水文特性に関する貴重な研究成
果が蓄積された（2）。例えば，藤枝ら（1）は，沖縄本島北部地
域において，南部の明治山（流域面積２４．７５ ha），北部の辺土名
試験地（流域面積４０．６３ ha）の両試験地における水文観測を取り
纏め，本州にくらべて年蒸発散量が９００〜１１００mmと多いことな
どを報告したものの，それ以外の報告例（4，6）はまだまだ少な
い。
　そこで本研究では，沖縄本島北部地域の森林における水循環過
程を明らかにする目的で，辺土名試験地よりもさらに北の沖縄本
島北端部・西銘岳周辺に新たに２つの森林流域を設定し水文試験
を開始した。今回は初期的に得られた水位および河川水温に関す
るデータを速報として報告する。

Ⅱ．調査地および方法

１．調査地
　沖縄県国頭村の西銘岳北西部の林道沿いに２カ所水位観測地点
を設け，２つの流域試験地を設定した（図－１）。調査地に最も近
い国頭村奥の２００８年の年平均気温は２０．９℃，年降水量は２３２１mm，

最大日雨量は１６８．５mm，最大時間雨量は６５mmである（気象庁
ホームページより）。
　以下では，水位計１，２に対応する２つの流域試験地を，１号流
域，２号流域とする。流域面積はそれぞれ，３６．０ha，３９．５ha であ
る。１号流域内の植生は，主にリュウキュウマツの造林地である
が，イジュ，イタジイ，センダン，クスノキなどの天然広葉樹の
侵入がみられる。２号流域もほぼ同様の植生である。流域の地質
は，主として堆積岩類と考えられる。

２．降水量の観測
　降水量は，１号流域水位測定地点に転倒升式雨量計（オンセッ
ト社，RG－３M）を設置し観測した。降水量に関しては，ほか
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図－１．水位計および遮断プロットの位置
（昭文社スーパーデジタルマップルver９より）



に，西銘岳周辺に設置した気象露場でも観測を行っている。また，
今回は報告しないが，１号流域内には遮断プロット（５×８m）
を設け，樹冠遮断量，樹冠通過雨量，樹幹流下量を２００９年６月９
日より観測開始し，森林樹冠における降雨配分特性も併せて調査
している。
３．流出量の観測
　通常，森林流域からの流出量は流量堰を設置する方法がとられ
ることが多い。この方法は，高精度での流量測定が可能である反
面，専用の構造物を建設するためにコストがかかる。そこで，本
研究では，現地既設の土木構造物（ボックスカルバート）での水
位を観測し，現地での流速測定結果から作成した水位－流量曲線
により流量を求めることとした。
　水位観測には圧力式水位計（オンセット社，U－２０　４ｍ計）
を用いた。水圧用センサーを１号と２号の観測地点の現地既設の
ボックスカルバートの底面に設置し，気圧用センサーは１号の
ボックスカルバートの側壁に設置した（写真－１）。低水時の水
位確保を目的にボックスカルバートの底面には高さ１０cmのコン
クリート壁を設け，通水部を矩形複断面とした。
　各地点で観測された気圧，水圧データを元に，時刻tにおける
測定水位h（t）は次式によって示される。
　
h（t）＝［pw（t）－pw（０）－（pa（t）－pa（０））］╳k＋h０　　（１）
　
　pw：水圧 （kPa）
　pa：気圧 （kPa）
　k：単位変換定数１０．１９７２ （cmH２O/ kPa）
　h０：測定開始時 t = ０ の実測水位（cm） 

　
　なお，河川水の密度は １g/cm３ で一定と仮定した。大気圧の時
間変動傾向は水位測定地点で同一とみなし，１号で取得した気圧
データを２号の水位計算にも用いた。メーカーによると同型式セ
ンサーにより取得された水位データの代表的な誤差は±０．３cm
と公表されており，筆者らが今回現場に設置する前に事前に一定
水位（h = ９．４cm）を与えた室内実験においても測定誤差の標準
偏差は±０．１〜０．１８cmであった。
　同圧力式水位計には，温度センサーも内蔵されており，流域環
境の補助情報を得る目的で河川水温も同時に計測した。河川水温
は，河川生物環境を示す重要な指標の一つと考えられ，また，水
温をトレーサーとして利用できる可能性がある。
　水圧，気圧，水温のいずれのデータも１０分間隔で測定し，１時
間単位の平均値として整理した。

Ⅲ．結果と考察

　図－２に１号流域の降水量，水温，河川水位の時間変化を示し
た。この図から降雨に対して，河川水位が鋭敏に変化している様
子がわかる。特に，６月１０日から７月３日の期間（総雨量
５１５．４mm）に降雨強度１０mm/hを越える降雨が６回観測された
が，それぞれの降雨ピークに対応して河川水位は１時間以内に
ピークを迎えていた。河川水温は，これらの比較的まとまった雨
量があったこの期間中は一時水温２１℃程度まで低下するなど比較

的低い値を示した。その後の無降雨日が連続する間に，河川水温
は１℃程度の日周変化を伴いながら２５℃前後まで上昇した。
　図－３に無降雨期間（７月１５日から２５日）の河川水温および河
川水位の日周変化を示した。無降雨時には，河川水温には，温度
変化は気温の日周変化に伴う変化がみられ，１４－１６時に温度ピー
クが見られた。一方，水位の時間変化は水温ピークと同時刻の１４
－１６時に０．８ cm程度の負のピークがみられた。森林流域におけ
る水位の日周変化には，蒸散および河道蒸発が影響していると考
えられる。清水ら（5）は，九州北部の湿潤温帯地域の森林小流
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写真－１．１号流域の水位観測地点の様子
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図－２．降水量，水温，河川水位の時間変化
（１号流域；２００９/６/１０－８/１８）



域内での無降雨時の水位低下の要因を熱収支的に検討した結果，
水位低下量と流域内河道からの蒸発量がほぼ一致すると述べてい
る。
　２号流域に関しては，流路内の排土が完了した７/７以降の
データとなり観測期間が短く今回は詳細な検討を行わないが，１
号流域と同様に，河川水位は降水イベントに鋭敏に応答するとと
もに，水位，水温の日周変化も併せてみられた。

Ⅳ．結　論

　沖縄本島北部地域の森林における水循環過程を明らかにする目
的で沖縄本島北端部・西銘岳周辺に新たに２つの森林流域を設定
し水文試験を開始した。初期的に得られたデ－タを解析したとこ
ろ，水位変化には降雨に対応した出水波形が明瞭に記録されてい
た。一方で，無降雨期間には１４－１６時ごろ０．８ cm程度水位が急

激に低下する日周変化が見られた。今回観測された水位が急激に
低下する時刻は，河川水温のピーク時刻とほぼ一致していること
から，蒸散および河道蒸発の影響が示唆されるが，要因を明らか
にするためには熱収支の定量的な解析等が必要であろう。
　今後は，これらの水文観測を継続するとともに，水位流量曲線
を作成するためにさまざまな水位段階において流速測定を実施す
る予定である。
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図－３．無降雨期間における水温，河川水位の日周変化
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